
   

ケアイノベーションと「助産師」 

～地域包括支援システムへの変革の中、助産師はどう生き残っていくか～ 

講師に、米国経営コンサルティング・研究機関 Hay Consulting Group シニア・コンサルタントを経て、

ケアブレインズ経営最高責任者兼社長、同社を売却後、東京情報大学戦略室教授を経て、 
現在は東京情報大学看護学部教授の松下博宣氏をお迎えします。助産師向けに経営戦略を教授するなど、 

近年助産の領域にも研究の手を広めています。変革期を生き延びるための戦略を共に考えましょう！ 
今回の研修会は、CloCMiP®レベルⅢ【助産所】の指定研修の科目 2）専門的自立的能力「企画力」および

継続教育一般 4 ポイントに認定されています。また、WHC で更新を考えている方向けの「女性のライフサ

イクルの観点から対象理解」「医療資源、福祉資源」等の受講修了証書も発行します。 

日時：2020（令和 2）年４月 11 日（土）13:00～17:00（12:45 から受付） 

場所：自治医科大学看護学部大教室Ⅳ（南棟３階） 

スケジュール：   当日、9:30 から同会場で、一般社団法人栃木県助産師会総会を開催します。 

  13:00～     開会のあいさつ（会長 成田） 

13:05～13:25  栃木県における母子保健・医療の現状（栃木県保健福祉部こども政策課担当者） 

13:30～16:40  ケアイノベーションと「助産師」 

（休憩挟む）      講師：松下 博宣（東京情報大学看護学部教授） 

16:50～17:00  まとめと閉会あいさつ 

 

《総会》9:30～12:00  同会場 

 

参加費：会員 2,000 円（栃木県助産師会会員 （うち、センター登録会員 1 割引き） 

日本助産師会会員 3,000 円、  非会員 4,000 円 

学生：無料  

 

参加申込み：裏面の申し込み用紙（あるいは HP からダウンロードした申込書） 

にご記入後、研修会担当まで、FAX あるいはメールでお申し込みください。 

 

申込み先：一般社団法人栃木県助産師会 

Fax：0285-58-7516 
Mail：maternity@jichi.ac.jp 

当日参加もお受けします。 


